
① 75歳未満：年収約370万円まで

② 75歳未満：年収約370万円～約770万円

　　　　　医療費３割負担/年収500万円/１ヶ月の医療費100万円　の場合

　　◎負担は少し増えますが、本当に困っている長期療養者や、毎月高額な薬の服薬が必要な

　　　療養者の為などに、年間上限53万円という年間上限額も設定されました。

これまで　　　　　　　　　　　　 → 今年の8月から

これまで　　　　　　　　　　　　 → 今年の8月から

これまで　　　　　　　　　　　　 → 今年の8月から

イラン情勢も相まって、物価高騰も気になる中で、私たちの

医療費を抑えるための『高額療養費制度』についても見直され、

今年の８月より、月額の上限額が引き上げられます。

ただし、長期療養者向けに年間上限額についても新設されています。

来年度さらに変更となる見通しですが、まずは今年８月の変更について。

医療費負担軽減の公的な仕組みとして、健康保険の『高額療養費制度』があり、

医療費の１ヶ月の自己負担額は、所得に応じて一定の限度額が設けられています！

一旦先払いした後、限度額を超えている金額が払い戻されます。

マイナ保険証の利用や、事前に限度額適用認定証を提示する事で、

医療機関への支払い自体を、限度額までとする事も出来ます。

１ヶ月の医療費の自己負担上限額を知ろう！

長崎医療共済は、手頃な掛け金設定のため、特に70歳以上の高齢になると大きな

保障をお求めの場合は期待に沿えない場合もあるかもしれません。しかし、

今回紹介の高額療養費制度によって医療費には自己負担額の上限があります。

大きな保障額の為に、不確定な万一に備えて、高い掛け金を払い続けていく

事も、老後の貯蓄を脅かす「リスク」と考えています。皆さんもこの機会に

一度、掛け金と必要な保障額のバランス を考えてみてはいかがですか。
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57，600円 61，500円

80，100円＋1% 85，800円＋1%

87,430円 93,130円

例


